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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結
累計期間

第68期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （百万円） 2,783 2,773 12,056

経常利益 （百万円） 65 170 483

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 32 116 309

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △167 100 △209

純資産額 （百万円） 7,071 7,081 7,049

総資産額 （百万円） 13,669 13,159 13,206

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 2.89 10.38 27.56

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 2.79 9.94 26.47

自己資本比率 （％） 49.5 51.2 50.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間の世界経済は、原油を中心とする資源安を背景に、総じて緩やかな安定成長が続き

ました。米国経済は堅調な個人消費に支えられ雇用も増加しておりますが、株安・ドル高・次期大統領指名争い

の混乱が景気に不透明感を与えております。欧州では、ＥＵ離脱を国民投票で決めた英国、多額の不良債権を抱

えるギリシャ・イタリア、テロに揺れるフランスと混迷の度合いは深まっております。一方、アジアにおいて

は、中国経済の成長鈍化に伴い、総じて景気に勢いを欠く状況でした。

我が国経済は、低水準の原油価格に支えられ、企業収益・雇用情勢は順調に推移しておりましたが、株価下

落・不安定な為替動向により、政府・日銀の懸命の政策にも関わらず、個人消費・景気動向に停滞感が続いてお

ります。

このような状況下、当社グループにおきましては、顧客ニーズに基づく製品の改良・安定生産を目指した設備

改良を実施、中期的利益拡大を目指した製品群の安定供給体制の確立、コスト削減を図るための製造工程の見直

しを実施いたしました。

業績につきましては、国内売上高は微増、海外売上高は円高の影響もあって微減となり、結果として売上高は

微減となりました。

売上高は27億73百万円（前年同期比９百万円、0.3％減）となりました。これは主力の塗料・シーリング材向

け製品販売が前期並みに留まった結果であります。営業利益につきましては、販売平均単価の上昇、省エネ等に

よる生産コストの改善により、１億57百万円（前年同期比１億24百万円、377.1％増）となりました。経常利益

につきましては、１億70百万円（前年同期比１億５百万円、160.7％増）となりました。親会社株主に帰属する

四半期純利益につきましては、１億16百万円（84百万円、259.8％増）となりました。

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ47百万円減少し、131億59百万円となりま

した。これは主に減価償却の進行に伴い有形固定資産が１億17百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ78百万円減少し60億78百万円となりました。これは主に短期借

入金が２億31百万円増加した一方、長期借入金が99百万円、支払手形及び買掛金が93百万円、賞与引当金が91百

万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ31百万円増加して70億81百万円となりました。これは主に利

益剰余金49百万円の増加によるものであります。自己資本比率は前連結会計年度末の50.8％から51.2％に上昇い

たしました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、74百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

（注）平成28年６月28日開催の第68回定時株主総会において、当社普通株式について５株を１株に併合する旨、及び株

式併合の効力発生日（平成28年10月１日）をもって、発行可能株式総数を40,000,000株から8,000,000株に変更

する定款変更を行う旨、承認可決されました。

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,710,000 11,710,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 11,710,000 11,710,000 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成28年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

２．平成28年６月28日開催の第68回定時株主総会において、株式併合の効力発生日（平成28年10月１日）をもっ

て、単元株式数を1,000株から100株に変更する定款変更を行う旨、承認可決されました。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 11,710 － 871,500 － 435,622

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 472,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,141,000 11,141 －

単元未満株式 普通株式 97,000 － －

発行済株式総数 11,710,000 － －

総株主の議決権 － 11,141 －

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

丸尾カルシウム株式会社
兵庫県明石市魚住町西岡

1455番地
472,000 － 472,000 4.03

計 － 472,000 － 472,000 4.03

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

丸尾カルシウム株式会社(E00791)

四半期報告書

 6/14



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,754,725 2,061,107

受取手形及び売掛金 4,330,049 4,038,957

商品及び製品 512,511 510,603

仕掛品 87,298 89,674

原材料及び貯蔵品 264,730 292,664

その他 198,208 164,523

貸倒引当金 △2,520 △2,064

流動資産合計 7,145,005 7,155,466

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,062,144 1,036,907

機械装置及び運搬具（純額） 1,977,970 1,858,533

土地及び砿山用土地 575,290 575,290

建設仮勘定 18,131 48,232

その他（純額） 52,261 49,114

有形固定資産合計 3,685,798 3,568,077

無形固定資産 50,066 49,619

投資その他の資産   

投資有価証券 1,933,575 1,990,851

投資不動産（純額） 240,677 245,935

その他 155,217 153,229

貸倒引当金 △3,365 △3,365

投資その他の資産合計 2,326,104 2,386,651

固定資産合計 6,061,970 6,004,348

資産合計 13,206,975 13,159,814

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,996,657 1,903,219

短期借入金 523,653 755,178

未払金 332,804 295,384

未払法人税等 81,076 21,745

賞与引当金 177,000 85,999

役員賞与引当金 14,160 －

その他 130,370 191,460

流動負債合計 3,255,722 3,252,987

固定負債   

社債 500,000 500,000

長期借入金 1,356,082 1,256,195

退職給付に係る負債 602,492 618,407

その他 443,024 450,863

固定負債合計 2,901,599 2,825,465

負債合計 6,157,321 6,078,453
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 871,500 871,500

資本剰余金 435,622 435,622

利益剰余金 4,411,566 4,460,733

自己株式 △75,207 △75,283

株主資本合計 5,643,482 5,692,572

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 993,856 1,001,285

為替換算調整勘定 73,032 47,543

その他の包括利益累計額合計 1,066,889 1,048,828

新株予約権 61,673 61,673

非支配株主持分 277,608 278,286

純資産合計 7,049,653 7,081,361

負債純資産合計 13,206,975 13,159,814
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 2,783,038 2,773,678

売上原価 2,294,048 2,161,240

売上総利益 488,990 612,437

販売費及び一般管理費 456,001 455,039

営業利益 32,988 157,398

営業外収益   

受取利息 207 205

受取配当金 14,245 18,098

不動産賃貸料 15,725 16,127

為替差益 4,608 －

その他 3,289 2,054

営業外収益合計 38,075 36,485

営業外費用   

支払利息 3,610 2,999

デリバティブ評価損 572 －

為替差損 － 17,892

その他 1,369 2,229

営業外費用合計 5,552 23,121

経常利益 65,511 170,762

特別利益   

固定資産売却益 323 －

特別利益合計 323 －

特別損失   

固定資産処分損 2,759 440

投資有価証券評価損 － 1,473

特別損失合計 2,759 1,913

税金等調整前四半期純利益 63,076 168,848

法人税、住民税及び事業税 2,602 15,472

法人税等調整額 23,746 31,157

法人税等合計 26,349 46,630

四半期純利益 36,726 122,218

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,317 5,625

親会社株主に帰属する四半期純利益 32,408 116,593
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 36,726 122,218

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △204,663 7,400

為替換算調整勘定 355 △29,559

その他の包括利益合計 △204,307 △22,158

四半期包括利益 △167,581 100,060

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △171,952 99,986

非支配株主に係る四半期包括利益 4,371 73
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１四半

期連結会計期間から適用しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 182,255千円 153,979千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 67,287 6.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 67,426 6.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　

平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

当社グループは、炭酸カルシウムの製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載は省略

しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 2.89円 10.38円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
32,408 116,593

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
32,408 116,593

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,214 11,237

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2.79円 9.94円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 405 487

（うち新株予約権（千株）） （405） （487）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

(新株予約権の付与)

第６回新株予約権

当社は平成28年６月28日開催の取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、当社の

取締役及び監査役に対して株式報酬型ストックオプションとして新株予約権を発行することを決議し、平成28年７月

15日に下記のとおり割り当てました。

１．新株予約権の目的である株式の種類 当社普通株式

２．新株予約権の目的である株式の数 新株予約権１個当たりの目的となる株式の数は1,000株とする

３．新株予約権の総数 107個

４．新株予約権の行使時の払込金額 １円

５．新株予約権の割当ての対象者及びその人数

並びに割り当てる新株予約権の数

当社取締役８名　101個　　　　監査役３名　６個

 

６．新株予約権の割当日 平成28年７月15日

７．新株予約権を行使することができる期間 平成28年７月16日から平成58年７月15日まで

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年８月５日

丸尾カルシウム株式会社   

取締役会　御中   

 

 太陽有限責任監査法人  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森内　茂之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 土居　一彦　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸尾カルシウム

株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日か

ら平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸尾カルシウム株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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